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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

旧約聖書を学ぶ科目名

宮田　玲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z12030

前期／1st　semester 2.02～3月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

モーセ五書を読む

授業のテーマ

モーセ五書とは、旧約聖書の最初におかれた五つの書のことで、旧約聖書でもっとも基本的な内容が記された部
分です。具体的には、「創世記」、「出エジプト記」、「レビ記」、「民数記」、「申命記」の五つの書を指し
ます。ここにはわたしたちにもなじみある物語が多く含まれています。また、新約聖書のエピソードの背景とな
っているものもあります。授業では、モーセ五書を読んでいきながら、旧約聖書についての理解を深めていきま
す。特に、「創世記」と「出エジプト記」からはいくつかの物語を取り上げて、これまでどのように読まれてき
たかを紹介します。

授業の概要

旧約聖書の中で主要な位置を占めるモーセ五書について基本的な知識を獲得でき、書かれている内容や物語に対
する理解を養うことができます。また、旧約聖書とのかかわりから新約聖書を眺める視点を得ることができます
。到達目標

第１回  新約聖書と旧約聖書、聖書の舞台
第２回  モーセ五書の成り立ち
第３回 物語（１）  アダムとイブの物語
第４回 物語（２）  ノアの洪水
第５回 物語（３）  バベルの塔
第６回 物語（４）  アブラハムとサラの物語
第７回 物語（５）  小テスト・ サラとハガルをめぐって
第８回 物語（６）  イサク奉献
第９回 物語（７）  イサクとリベカ
第１０回  物語（８）  ヤコブとエサウ
第１１回  物語（９）  出エジプト：モーセ
第１２回  物語（１０）  出エジプト：エジプトから荒野へ
第１３回  物語（１１）  十戒
第１４回  物語（１２）  カナンへ：モーセの死
第１５回  まとめ、質疑応答と試験

授業計画

授業前学習：前回の授業で取り上げた聖書の箇所を読み直して、前回の内容を復習してきてください。（所要時
間：20分）
授業後学習：授業時に配布するプリントに授業内容の要点をまとめてください。（所要時間：40分）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

学期末試験 ６０％：基本的な用語の確認と、聖書をどのように読めるかという二点を主として、授業で学んだ
こと
の理解度を評価します。
平常点 ４０％：毎回の聖書箇所朗読と小テストに加え、随時レスポンスペーパーの提出を求めます。

評価基準と
評価方法

毎回プリントを配布します。出席者のみ受け取ることができます。
１２回以上の出席を求めます。

履修上の注意

指定しません。

教科書

並木浩一・荒井章三（編） 『旧約聖書を学ぶ人のために』  世界思想社  ISBN:978-4790715566
石川立・中村信博・越後屋朗（編） 『聖書  語りの風景』  キリスト新聞社  ISBN:978-4873954762
また、授業内で関連参考図書を紹介します。参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

教会音楽入門A科目名

奥村　正子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z1213A

前期／1st　semester 2.02～3火曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教音楽の歴史を概観し、聖歌を歌うことの意味を知る。
歌うための体と息の使い方に気付く。

授業のテーマ

キリスト教における音楽の役割を理解するため、西洋音楽の歴史を概観し、代表的な宗教曲を鑑賞する。教会暦
について確認するとともに、「聖歌集」や「讃美歌」で用いられる言葉の意味を知り、それらを美しい響きで歌
うための基礎的な発声方法を学ぶ。アンサンブルができるようになるため、読譜力や聴く力のトレーニングも行
う。中間発表と期末試験を実施する。

授業の概要

キリスト教における音楽の役割を知る。
身体の使い方と息の流れを感じて歌えるようになる。
歌詞の意味を理解し、初歩的な声楽アンサンブルのレパートリーが歌えるようになる。到達目標

第1回：　授業の進め方について　及び　教会暦について 　
第2回：　西洋音楽の歴史１（古代）　及び　発声の基礎　立ち方
第3回：　西洋音楽の歴史２（中世）　及び　発声の基礎　腹式呼吸
第4回：　西洋音楽の歴史３（ルネサンス）及び　受難のコラールと復活のコラールについて
第5回：　楽典１　及び　受難のコラール　日本語の聖歌　
第6回：　楽典２　及び　復活のコラール　日本語の聖歌　
第7回：　楽典３　及び　合唱曲（2声）・発声の基礎　重心
第8回：　西洋音楽の歴史４（バロック）合唱曲（2声）・発声の基礎　腹筋と背筋
第9回：　西洋音楽の歴史５（古典派）合唱曲（2声）・発声の基礎　表情筋について
第10回： 西洋音楽の歴史６（ロマン派）ラテン語の合唱曲（2声）・発声の基礎　母音について
第11回： 楽典４　及び　ラテン語の合唱曲・発声の基礎　子音について
第12回： 楽典５　及びラテン語の合唱曲・発声の基礎　背中面
第13回： 西洋音楽の歴史７（近現代）　及び　合唱曲・発声の基礎　体を開く①
第14回： 楽典のまとめ　及び　合唱曲・発声の基礎　体を開く②
第15回： まとめと 期末テスト

授業計画

課題曲について、歌詞の意味や発音、音程の復習をしておくこと。
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

演習

授業方法

授業での積極的な取り組みなど平常点の評価が70パーセント。期末試験が30パーセント。
出席回数が10回に満たない場合は評価の対象としない。評価基準と

評価方法

・音名による読譜、教員の範唱、また履修生同士で声を聞きあい、統一感のあるアンサンブルを
目指して練習を重ねる。
基本的な読譜ができることが望ましい。
学内で奉唱の機会がある場合はできるだけ参加すること。

履修上の注意

そのつど楽譜を配布する

教科書

「キリスト教と音楽」　金澤正剛著　　音楽之友社
「聖歌集」日本聖公会　
「合唱音楽の歴史」皆川達夫著　　全音楽譜出版社参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

教会音楽入門B科目名

奥村　正子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z1213B

後期／2nd　semester 2.02～3火曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教音楽について知識を深めるとともに、アンサンブルをする楽曲のレパートリーを増やす。
歌うための体と息の使い方を知り、鋭敏な耳と音楽的な身体感覚の獲得を目指す。

授業のテーマ

キリスト教の礼拝において音楽の果たす役割を学ぶ。様々な宗教的声楽曲について知るとともに、ルター派のコ
ラールや、2声または3声の宗教的合唱曲（日本語、ラテン語、ドイツ語など）を歌うための技術を習得する。さ
らにクリスマスの聖歌を実際の礼拝などで歌えるよう、実技指導を行う。中間発表と期末試験を行う。

授業の概要

・美しい声の響き、声楽アンサンブルの演奏ができるようになる。
・明瞭な発音での歌唱ができるようになる。
・良い声は身体とつながっていることの実感が持てるようになる。到達目標

第1回：授業の進め方　及び教会暦について
第2回：「キリスト教と音楽について」　及び　待降節のコラール　
第3回：発声の発展 1　筋肉の連携　及び　待降節のコラール 　
第4回：「受難について」　及び　待降節のコラール　
第5回：発声の発展 2　横隔膜　及び　待降節のコラール
第6回：「復活について「」　及び　降臨節のコラール
第7回：発声の発展 3　顔面の響き　及び　降臨節のコラール
第8回：「クリスマスの音楽について」　及び　降臨節のコラール
第9回：発声の発展 4　体を響かせる 及び　降臨節のコラール
第10回：「レクイエムについて」　及び　降臨節のコラール
第11回：発声の発展 5 声を離す　及び 宗教的歌曲１　
第12回：「オラトリオについて」及び　宗教的歌曲　2
第13回：「聖母マリア賛歌について」及び　宗教的歌曲 3
第14回：発声の発展 6 まとめ　
第15回：まとめと期末試験

授業計画

課題になった曲について、歌詞の意味や発音、音程の復習をしておくこと。
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

演習

授業方法

授業での積極的な取り組みなど平常点の評価が70パーセント。期末試験が30パーセント。
出席回数が10回に満たない場合は評価の対象としない。評価基準と

評価方法

・音名による読譜、教員の範唱、また履修生同士で声を聞きあい、統一感のあるアンサンブルを
目指して練習を重ねる。
基本的な読譜ができることが望ましい。
学内で奉唱の機会がある場合はできるだけ参加する。

履修上の注意

そのつど楽譜を配布する

教科書

「キリスト教と音楽」　金澤正剛著　　音楽之友社
「聖歌集」日本聖公会　
「合唱音楽の歴史」皆川達夫著　　全音楽譜出版社参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教思想I科目名

宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z12050

前期／1st　semester 2.02～3火曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

文学を通して考える現代キリスト教思想

授業のテーマ

本講座ではキリスト教の思想面に光を当てる。19世紀や20世紀の代表的なキリス
ト教作家や思想家を取り上げ、その作品や著作の中で神・自由・悪・救いなどと
いった人間の本質に関わる諸問題がどのように扱われているかを考察する。また、
彼らの生涯、聖書やキリストに対する理解、さらに彼らの属する社会や教会の特
徴などにも注目し、彼らの思想をその時代的・社会的背景において理解すること
にも努める。

以上の目的を達成するために、19世紀ロシアの文豪ドストエフスキーの代表作
『罪と罰』とJ.K.ローリングの「ハリー・ポッター」シリーズを取りあげる。
聖書を手がかりとして両者に認められるキリスト教的モチーフを比較検討する
ことによって、近現代におけるキリスト教思想を考察する。

授業の概要

●キリスト教の基本的な考え方を説明できる。
●聖書が神・自由・悪・救いなど人間の本質に関わる諸問題をどの様に考えてい
るか説明できる。
●近現代の文学作品において同様の問題がどの様に理解されているか説明できる。

到達目標

第１週　オリエンテーション：授業の概要
第２週　キリスト教の考え方
第３週　作品について：「罪と罰」と「ハリー・ポッター」シリーズ
第４週　テーマ１：神と人間の本質（１）〜「罪と罰」
第５週　テーマ１：神と人間の本質（２）〜 聖書
第６週　テーマ１：神と人間の本質（３）〜「ハリー・ポッター」
第７週　テーマ２：悪の問題（１）〜「罪と罰」
第８週　テーマ２：悪の問題（２）〜 聖書
第９週　テーマ２：悪の問題（３）〜「ハリー・ポッター」
第10週　テーマ３：キリスト・フィギュア（１）〜「罪と罰」
第11週　テーマ３：キリスト・フィギュア（２）〜「ハリー・ポッター」
第12週　テーマ４：愛と救い（１）〜「罪と罰」
第13週　テーマ４：愛と救い（２）〜 聖書
第14週　テーマ４：愛と救い（３）〜「ハリー・ポッター」
第15週　まとめと展望

※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

●毎回の授業の復習を忘れないようにして下さい。
●ドストエフスキー『罪と罰』は通読すること。
●「ハリー･ポッター」シリーズは映画か小説で親しむようにすること（通読は
求めません）。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

課題点（レポートやテスト）及び平常点（授業への参加度、受講態度など）により
評価します（課題点70％、平常点30％の予定）。評価基準と

評価方法

●４回以上欠席した場合は、原則として不合格とします（４回も含む）。
●欠席・遅刻は減点対象となります。私語など授業態度の良し悪しも成績に影響します。
●初回の授業で、評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を詳細に説明し
ますので、履修予定者は欠席しないように。
●私語などによって他の履修者の学習を妨げることを意に介しない学生は受講を遠慮して
いただきます。

履修上の注意

旧新約聖書（指示に従って授業に持参すること）
ドストエフスキー 著『罪と罰』（新潮文庫）（新潮社）

教科書
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J.K.ローリング著「ハリー・ポッター」シリーズ　全７巻（静山社）
島田裕巳著『ハリー・ポッター　現代の聖書』（朝日新聞出版）
ドストエフスキー著『地下室の手記』
その他、授業中に紹介する。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教と諸宗教科目名

宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z12090

前期／1st　semester 2.02～3火曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

多元時代のキリスト教と諸宗教

授業のテーマ

国際的な人の移動が日常化し、諸宗教が相接する機会が増えた今日、世界の諸宗教
をより良く理解することが不可欠になっている。本講座の目的は世界の主要宗教を
概観すると共に、それとの比較を通してキリスト教についての理解を深めていくこ
とにある。まず宗教とは何かを考え、旧新約聖書の信仰を踏まえた上で、人口にお
いてキリスト教と共に世界３大宗教をなしているイスラム教とヒンドゥー教を取り
上げ、これらをキリスト教と対比する。また、日本人の宗教性にも光を当てる。こ
うして私たちの生きる「地球村」への理解を深めることも本講座の目的である。

授業の概要

●宗教とは何かを説明できるようになる。
●「キリスト教学Ⅰ／キリスト教の基礎」で学んだ聖書の信仰に対する理解を深める。
●他の諸宗教、特にイスラム教とヒンドゥー教の基本的特徴を説明できるようになる。
●イスラム教、ヒンドゥー教などとキリスト教の違いを説明できるようになる。

到達目標

第１回　オリエンテーション
第２回　宗教とは何か
第３回　世界の諸宗教
第４回　日本人の宗教性を考える
第５回　聖書の信仰（１）：概観
第６回　聖書の信仰（２）：旧約聖書とユダヤ教
第７回　聖書の信仰（３）：新約聖書とキリスト教
第８回　イスラム教（１）：ムハンマドとクルアーン
第９回　イスラム教（２）：信仰と歴史
第10回　イスラム教（３）：画像で見るイスラム教
第11回　イスラム教とキリスト教を比較する
第12回　ヒンドゥー教（１）：歴史と神々
第13回　ヒンドゥー教（２）：信仰
第14回　ヒンドゥー教とキリスト教を比較する
第15回　現代世界におけるキリスト教と諸宗教

※以上は計画ですので、変更となる可能性もあります。

授業計画

毎回復習をしっかり行い、授業で学んだことを消化するようにすること。疑問点を
整理して、次の授業で教師に質問する習慣をつけることが望ましい。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

主として講義形式。履修者に発表をしてもらう場合もあります。

授業方法

レポートまたは試験（複数回）、平常点により評価します（試験・レポート70%、
平常点30％の予定）。平常点は授業への参加度や受講態度により評価します。評価基準と

評価方法

●４回以上の欠席は原則として不合格とします。
●欠席・遅刻は減点対象とし，私語など授業態度の良し悪しも成績に影響します。
●初回の授業にて評価方法や出席の取り方なども含めた履修上の注意を詳細に説明
します。履修予定者は初回授業に欠席しないようにして下さい。
●私語などで他の履修者に迷惑をかけることを意に介しない学生は履修を遠慮して
いただきます。

履修上の注意

教科書はありません。主に配付資料によって授業を行います。
配付資料は基本的に松蔭manabaを通して配布します。授業に先だって松蔭manabaを確認し、
配付資料を各自印刷して、授業に持参してください。教科書

旧新約聖書
『コーラン』（岩波文庫版、全３巻）
『バガヴァッド・ギーター』（岩波文庫版）
M.B.ワング『ヒンドゥー教』（青土社）
M.S.ゴードン『イスラム教』（青土社）
その他、必要に応じて紹介します。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教と文化I科目名

岩井　謙太郎担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z12070

後期／2nd　semester 2.02～3火曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

近現代日本文学とキリスト教の関わり

授業のテーマ

本講義では、明治から現代までのキリスト教作家やキリスト教をモチーフとした文学作品（主にベストセラー小
説）を取り上げて紹介し、それらを手がかりとして近現代日本文学とキリスト教の関わりについて考察すること
を通じて、キリスト教思想の特性を明らかにする。授業の概要

近現代日本文学作品に見られるキリスト教思想を考察することにより、キリスト教と日本の文化との関わりにつ
いての理解を深めることができる。

到達目標

以下のテーマを中心にして授業を進めていく。

　第１回　オリエンテーション／キリスト教文学とは何か
　第２回　キリスト教思想の諸特性①　創造論
　第３回　キリスト教思想の諸特性②　救済論
　第４回　夏目漱石『こころ』（１９１４年）
　第５回　日本文学とキリスト教の接点
　第６回　有島武郎『惜みなく愛は奪う』（１９２０年）
　第７回　キリスト教における愛の問題
　第８回　志賀直哉『暗夜行路』（１９２２年）
　第９回　キリスト教における赦しの問題
　第１０回　三浦綾子『氷点』（１９６５年）
　第１１回　三浦綾子『続・氷点』（１９７１年）
　第１２回　キリスト教における原罪の問題
　第１３回　遠藤周作『深い河』（１９９３年）
　第１４回　キリスト教の他宗教との関わり
　第１５回　まとめ／近現代日本文学におけるキリスト教思想

授業計画

授業で取り上げる文学作品（本シラバスに挙げた小説）のなかで関心のある（あるいは興味を持てそうな）もの
を各自ピックアップし、購入もしくは図書館で閲覧するなどして、一読しておくこと。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義科目ではあるが、授業内容に対する意見や要望などをアンケートし、出来るだけ受講者各人の主体的関心を
反映させながら授業を進めたい。また、理解の一助となるよう、映像（DVD等）の鑑賞も採り入れる予定である
。授業方法

学期末に提出するレポート（７０％）
平常点【感想文および授業に対する積極的な取り組み】（３０％）評価基準と

評価方法

授業回数の３分の２以上の出席に満たない受講者はレポートの提出資格を失うものとする。

履修上の注意

教科書は使用しない。
レジュメを適宜配布する。

教科書

安森敏隆他編『キリスト教文学を学ぶ人のために』世界思想社、２００２年
その他、講義テーマに即した参考文献を授業内で随時紹介していく

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

市川　哲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門

　キリスト教、特に聖書の信仰について理解を深め、また文化としてのキリスト教、という側面にも触れる機会
を持つ。

授業のテーマ

本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、
本学の建学精神の土台であるキリスト教に関する基礎的な知識、特にキリスト
教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイエス・キリス
トについての基本的知識を習得することにある。

　この「キリスト教の基礎」は、必修科目として開設されています。キリスト教の精神に基いて建てられた松蔭
女
子学院の使命として、学生がキリスト教思想に触れ、その精神を理解することが願われているからです。
　この講義の中で扱う内容として、以下の３点が挙げられます。
①　キリスト教信仰の目的とは何か。聖書に込められている精神とはなにか。これらにつ
　いて、特に文化的な視点で捉える。
②　文学・芸術の中に見られるキリスト教の影響。
③　キリスト教周辺の宗教の問題。特に“破壊的カルト”の危険性についての知識。
　この講義は、キリスト教の伝道（布教）を目的とするものではありません。しかし、ある特定の思想を学ぶ際
に、それ自体についての基礎的な知識をもつことは大切です。試験ではその点についても、評価の対象とします
。

授業の概要

●キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
●旧新約聖書の概要を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
●イエス･キリストの生涯と教えを知り、理解すること。

 キリスト教という、近代社会の形成の上で重要な役割を果たした一つの価値観、そして欧米の文化の重要な要
素としての宗教を理解することは、国際性を身に付ける上でも、また今自分の属する現代社会の把握や
関わり方を見つめなおすことでも、大きな意味があります。そのための助けとなることができると思います。
なお、具体的な到達目標として、聖書の箇所に正確にたどり着けることは重要なので、聖書の検索できるかどう
かも評価の対象とします。

到達目標

１５回の内容を示します。ただし、休講による補講の都合等によって、順番入れ替え、一部内容変更の可能性
があります。その場合は毎回講義時間中にお知らせします。また、毎回の講義の最初には「文学」または「うた
」について短く紹介する講義を行ないます。
第１回 　キリスト教とは（まずはじめに），聖書とはどのような書物かⅠ
第２回 　聖書とはどのような書物かⅡ
第３回 　イエス・キリストの生涯
第４回 　イエスの福音Ⅰ　悪霊と病気直し
第５回 　イエスの福音Ⅱ　たとえ話と農民への視座
第６回 　イエスの福音Ⅲ　富と税金、そして律法への挑戦
第７回 　イエスの福音Ⅳ　いと小さき者
第８回 　受難
第９回　 旧約聖書の時代史Ⅰ　バビロン捕囚を頂点として
第10回　 旧約聖書の時代史Ⅱ　イスラエル共同体の成立
第11回　 破壊的カルトについて
第12回　 クリスマスとキリスト教の音楽
第13回　 神戸のキリスト教と阪神・淡路大震災
第14回 　復活　　イエスの昇天から初代教会，教会の分裂と一致
第15回　 旧約聖書の時代史Ⅲ　捕囚以降

授業計画

●毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくこと（その際、
疑問点を整理して、次の授業で教師に質問できるようにすることが望ましい授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義

それに加え、授業時間中に小レポートを記述、提出する場合もあります。授業方法

課題点と平常点によって評価します（原則として課題点70％、平常点30％）。

　期間を通し、１００点満点での加点式で評価をおこないます。合計点が１００点を超えた場合は、１００点と
します。
　出席については、講義期間全体のうち5分の4の出席が必要とします（補講・試験を除く）。出席日数を点数に
換算することはありません。
点数内訳　①　小レポート　（３０点）
　　　　　②　論文　または　定期試験　（７０点）
　　　　　　　　論文と定期試験は選択です。両方とも受けた場合は、点数の高い方を採用します。

評価基準と
評価方法
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　　　　　③　教会出席レポート
　　　　　　　　　これまで教会の礼拝に出席の経験がある人に限定とします。
　　　　　④　文献紹介

　各課題の全部を提出する必要はありません。単位の取得のため必要な課題を自分で選択してください。ただし
、論文は負担の割合が高いため、指示をきちんと守って提出すれば、あまり減点をすることはありません。提出
は原則的に講義時間とします。なお、提出期限に遅れた場合は大幅に減点しますが、０点とはしません。あきら
めずに努力してください。

評価基準と
評価方法

４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を詳細に
説明しますので、履修予定者は初回授業を欠席しないようにして下さい。

　この講義においては、高等教育にふさわしい受講態度を求めます。講義に出席しないことを含め、本人の自覚
的な判断を尊重します。講義時間中に質問時間はとります。なお、講義の妨害になる行為は禁止します。具体的
には、
　　　私語，飲食，携帯電話（メール含む），化粧，みだりに席を離れまた早退すること
　これらについて、注意しても態度を改めない場合、教室からの退席を求め、成績の減点をすることもあります
。注意してください。
　質問は授業の前後で受付けます。

履修上の注意

●『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き） 日本聖書協会
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してください。

　『聖書』（旧新約聖書）を毎回の講義に持参してください。聖書は多種類の日本語訳が発行されています。キ
リスト教以外の団体の発行した一部のものを除き、どの訳でもかまいません。まだ持っていない人のみ、『聖書
・新共同訳』（日本聖書協会，旧約続編つき、版はいずれのものでも可）を購入してください。

教科書

　参考書は、講義中に必要な都度お知らせします。いずれも購入義務はありません。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

市川　哲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01木曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門

　キリスト教、特に聖書の信仰について理解を深め、また文化としてのキリスト教、という側面にも触れる機会
を持つ。

授業のテーマ

本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、
本学の建学精神の土台であるキリスト教に関する基礎的な知識、特にキリスト
教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイエス・キリス
トについての基本的知識を習得することにある。

　この「キリスト教の基礎」は、必修科目として開設されています。キリスト教の精神に基いて建てられた松蔭
女
子学院の使命として、学生がキリスト教思想に触れ、その精神を理解することが願われているからです。
　この講義の中で扱う内容として、以下の３点が挙げられます。
①　キリスト教信仰の目的とは何か。聖書に込められている精神とはなにか。これらにつ
　いて、特に文化的な視点で捉える。
②　文学・芸術の中に見られるキリスト教の影響。
③　キリスト教周辺の宗教の問題。特に“破壊的カルト”の危険性についての知識。
　この講義は、キリスト教の伝道（布教）を目的とするものではありません。しかし、ある特定の思想を学ぶ際
に、それ自体についての基礎的な知識をもつことは大切です。試験ではその点についても、評価の対象とします
。

授業の概要

●キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
●旧新約聖書の概要を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
●イエス･キリストの生涯と教えを知り、理解すること。

 キリスト教という、近代社会の形成の上で重要な役割を果たした一つの価値観、そして欧米の文化の重要な要
素としての宗教を理解することは、国際性を身に付ける上でも、また今自分の属する現代社会の把握や
関わり方を見つめなおすことでも、大きな意味があります。そのための助けとなることができると思います。
なお、具体的な到達目標として、聖書の箇所に正確にたどり着けることは重要なので、聖書の検索できるかどう
かも評価の対象とします。

到達目標

１５回の内容を示します。ただし、休講による補講の都合等によって、順番入れ替え、一部内容変更の可能性
があります。その場合は毎回講義時間中にお知らせします。また、毎回の講義の最初には「文学」または「うた
」について短く紹介する講義を行ないます。
第１回 　キリスト教とは（まずはじめに），聖書とはどのような書物かⅠ
第２回 　聖書とはどのような書物かⅡ
第３回 　イエス・キリストの生涯
第４回 　イエスの福音Ⅰ　悪霊と病気直し
第５回 　イエスの福音Ⅱ　たとえ話と農民への視座
第６回 　イエスの福音Ⅲ　富と税金、そして律法への挑戦
第７回 　イエスの福音Ⅳ　いと小さき者
第８回 　受難
第９回　 旧約聖書の時代史Ⅰ　バビロン捕囚を頂点として
第10回　 旧約聖書の時代史Ⅱ　イスラエル共同体の成立
第11回　 破壊的カルトについて
第12回　 クリスマスとキリスト教の音楽
第13回　 神戸のキリスト教と阪神・淡路大震災
第14回 　復活　　イエスの昇天から初代教会，教会の分裂と一致
第15回　 旧約聖書の時代史Ⅲ　捕囚以降

授業計画

●毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくこと（その際、
疑問点を整理して、次の授業で教師に質問できるようにすることが望ましい授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義

それに加え、授業時間中に小レポートを記述、提出する場合もあります。授業方法

課題点と平常点によって評価します（原則として課題点70％、平常点30％）。

　期間を通し、１００点満点での加点式で評価をおこないます。合計点が１００点を超えた場合は、１００点と
します。
　出席については、講義期間全体のうち5分の4の出席が必要とします（補講・試験を除く）。出席日数を点数に
換算することはありません。
点数内訳　①　小レポート　（３０点）
　　　　　②　論文　または　定期試験　（７０点）
　　　　　　　　論文と定期試験は選択です。両方とも受けた場合は、点数の高い方を採用します。

評価基準と
評価方法
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　　　　　③　教会出席レポート
　　　　　　　　　これまで教会の礼拝に出席の経験がある人に限定とします。
　　　　　④　文献紹介

　各課題の全部を提出する必要はありません。単位の取得のため必要な課題を自分で選択してください。ただし
、論文は負担の割合が高いため、指示をきちんと守って提出すれば、あまり減点をすることはありません。提出
は原則的に講義時間とします。なお、提出期限に遅れた場合は大幅に減点しますが、０点とはしません。あきら
めずに努力してください。

評価基準と
評価方法

４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を詳細に
説明しますので、履修予定者は初回授業を欠席しないようにして下さい。

　この講義においては、高等教育にふさわしい受講態度を求めます。講義に出席しないことを含め、本人の自覚
的な判断を尊重します。講義時間中に質問時間はとります。なお、講義の妨害になる行為は禁止します。具体的
には、
　　　私語，飲食，携帯電話（メール含む），化粧，みだりに席を離れまた早退すること
　これらについて、注意しても態度を改めない場合、教室からの退席を求め、成績の減点をすることもあります
。注意してください。
　質問は授業の前後で受付けます。

履修上の注意

●『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き） 日本聖書協会
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してください。

　『聖書』（旧新約聖書）を毎回の講義に持参してください。聖書は多種類の日本語訳が発行されています。キ
リスト教以外の団体の発行した一部のものを除き、どの訳でもかまいません。まだ持っていない人のみ、『聖書
・新共同訳』（日本聖書協会，旧約続編つき、版はいずれのものでも可）を購入してください。

教科書

　参考書は、講義中に必要な都度お知らせします。いずれも購入義務はありません。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

木原　桂二担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01木曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門

授業のテーマ

本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、本学の建学精神の土台であるキリ
スト教に関する基礎的な知識、特にキリスト教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイエ
ス・キリストについての基本的知識を習得することにある。
そこで、キリスト教の信仰・思想・文化にとって重要な意味を持つ「聖書」の理解を深めることを目指し、その
歴史と概観を中心に取り扱う。具体的には、キリスト教信仰の出発点となるユダヤ教の歴史と、イエス・キリス
トの活動についての理解を得ることができるよう、聖書の内容に触れていく。

授業の概要

●キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
●旧新約聖書の概略を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
●イエス・キリストの生涯と教えを知り、理解すること。
●聖書の重要な言葉を覚え、意味を理解すること。
●キリスト教が、現代人であるわれわれにとって、どのような意味を持つものであるかを考えられるようになる
こと。

到達目標

第１回　オリエンテーション
第２回　キリスト教の基礎知識としての旧約聖書　ユダヤ人の聖書と歴史
第３回　キリスト教の基礎知識としての新約聖書　イエスの登場と歴史
第４回　旧約聖書（１）天地万物の創造－創世記
第５回　旧約聖書（２）言葉と人間－創世記
第６回　旧約聖書（２）虐げられた人々の解放－出エジプト記　
第７回　旧約聖書（３）偶像崇拝禁止について－出エジプト記
第８回　旧約聖書（４）神からの警告－アモス書
第９回　旧約聖書（５）苦難の意味－ヨブ記
第１０回　新約聖書（１）神の国について　※以下、主に「福音書」の内容を中心とする　
第１１回　新約聖書（２）罪と赦しと和解について
第１２回　新約聖書（３）富の問題について
第１３回　新約聖書（４）「いのち」について
第１４回　新約聖書（５）隣人愛について
第１５回　期末試験とまとめ

授業計画

●毎回必ず復習して学んだことを確認し、次の授業に備えておくこと（その際、疑問点を整理して、次の授
業で教師に質問できるようにすることが望ましい）。
●授業中に言及する聖書箇所を熟読吟味すること。
●新約聖書中の４つの福音書の通読（レポート提出あり）。
●聖書に含まれる文書の名称を覚えること（試験で確認する）。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

課題点と平常点によって評価します（原則として課題点70％、平常点30％）。
平常点は、授業内小レポートや小テストなどにより評価します。
また、私語など授業態度の良し悪しも成績に影響します。

評価基準と
評価方法

４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を詳細に説明しますので、履修予定者は初
回授業を欠席しないようにして下さい。履修上の注意

●『新共同訳聖書』(旧新約聖書、旧約続編付き)　日本聖書協会。
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してください。
●配布資料を用いて授業をします。配布資料は前もって松蔭manabaにアップするので、各自印刷して授業に持
参して下さい。

教科書

参考文献は、必要に応じて授業中に紹介します。

参考書



2018年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.001011547 1 / 1

- - -

松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

濱崎　雅孝担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01金曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門
キリスト教の文化、思想が私たちの生活にも大きく影響していることを知る。

授業のテーマ

本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、本学の建学精神の土台であるキリ
スト教に関する基礎的な知識、特にキリスト教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイエ
ス・キリストについての基本的知識を習得することにある。
キリスト教の思想は西洋文化の土台となっているので、それを学ぶことによって国際社会で生きるための確かな
知恵と知識を習得できます。

授業の概要

１．キリスト教について、基本的なことを自分の言葉で説明できるようになること。
２．旧約・新約聖書の概要を知り、主要な文書の名称と特徴を覚えること。
３．イエス・キリストの生涯と言葉、その後世への影響について理解すること。到達目標

第１回「キリスト教の基本思想」クリスチャンは何を信じているのか？
第２回「天地創造」世界は神が創った？ビッグバンで始まった？
第３回「アダムとエバ」最初の男と女、最初の結婚、そして最初の罪・・・。
第４回「カインとアベル」最初の兄弟、最初のライバル、そして最初の殺人・・・。
第５回「ノアの箱舟」堕落した人間は滅ぼされる？
第６回「バベルの塔」もし世界の言語が一つだったら・・・。
第７回「アブラハムとイサク」もし自分の息子を殺せと言われたら・・・。
第８回「イスラエル民族とユダヤ人」世界史を動かしている主役は誰だ？
第９回「イエスの誕生」イエスは神か人か？
第10回「聖母マリア」マリアの処女降誕なんて、ありえない？
第11回「イエスの癒し」イエスが病人を治したのは医術か奇跡か？
第12回「十字架」この悲惨な刑罰は本当に必要だったのか？
第13回「復活」死んだ人はどこに行くのか？
第14回「キリスト教と日本文化」私たちは知らないうちにキリスト教の影響を受けている？
第15回「まとめと期末試験」

授業計画

毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくこと。
旧約聖書の「創世記」と新約聖書の「福音書」を各自で通読すること。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義形式を基本としますが、毎回簡単なレポートを書いてもらいます。

授業方法

授業内レポート・期末試験：７０％、平常点：３０％

評価基準と
評価方法

４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
細かい点数配分などについては、初回の授業で説明します。

履修上の注意

『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き）日本聖書協会
※すでに聖書を持っている学生は、初回の授業で講師に相談して下さい。

教科書

必要に応じて講義内で紹介します。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

松平　功担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01水曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門：国際人に必要とされる基本的な聖書の知識を得る。

授業のテーマ

　本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、本学の建学精神の土台であるキ
リスト教に関する基礎的な知識、特にキリスト教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイ
エス・キリストについての基本的知識を習得することにあります。
　まず、古代ユダヤ教からキリスト教成立に至るまでの経緯と、現代日本に見られるキリスト教からの影響など
を学び、また、聖書とその成り立ち、キリスト教の成立から世界への広がりも見ていきます。その説明の一部で
は、有名なキリスト教絵画を見て頂き、その絵画の訴えているメッセージを聖書で確認することもあります。ま
た、沢山存在するキリスト教の教派の違いをできる限り簡単に解説し、世界に広がるキリスト教を概観します。

授業の概要

● キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
● 旧新約聖書の概要を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
● イエス･キリストの時代背景および生涯と教えを知り、理解すること。
● 世界の常識とも言えるような、聖書のストーリーを知ること。

到達目標

第一回　オリエンテーション
第二回　キリスト教とは何か
第三回　映像から見るイエス・キリスト：受難について
第四回　映像から見るイエス・キリスト：十字架と復活
第五回　旧約聖書の概要：天地創造から族長時代まで
第六回　旧約聖書の概要：出エジプトからカナン入植まで
第七回　旧約聖書の概要：カナン入植からソロモン王に至るまで
第八回　旧約聖書の概要：イスラエルの分裂からローマ帝国への属国時代まで
第九回　新約聖書の概要：イエスの降誕と時代背景
第十回　新約聖書の概要：イエスの宣教とその不思議の意味
第十一回　新約聖書の概要：イエスの語った様々なたとえと教え
第十二回　新約聖書の概要：イエスとその敵対勢力。なぜ十字架に架けられたのか
第十三回　新約聖書の概要：イエスの教える愛と、その行為
第十四回　新約聖書の概要：十字架での死と復活
第十五回　期末試験とまとめ
※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

● 毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくようにしてください（その際、疑問点を
整理して、次の授業で教師に質問できるようにすることが望ましい）
● 聖書の通読。ただし、内容が膨大ですので、４つの福音書だけでも通読しましょう。授業前の30分程度の読
書で読み終えることが可能です。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義形式。毎回の授業でその日のレジメを配布します。また、パワーポイントを使用するので視覚による学びも
重視します。

授業方法

● クラスの後に小テストを何度か行う（合計４０パーセント）
● 第１５回目のクラスで期末試験を行う（４０パーセント）
● 授業での発言や態度などの総合評価（２０パーセント）

評価基準と
評価方法

● 聖書を毎回持参すること。
● ４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
● 欠席や遅刻、教科書の不持参は減点対象となります。私語など好ましからぬ受講態度も同様です。
なお、初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を詳細に説明しますので、履修予定
者は初回授業を欠席しないようにして下さい。

履修上の注意

『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き）日本聖書協会
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してくたさい。

教科書

土井かおる著『よくわかるキリスト教』　PHP出版　ISBN：4-569-63494-X
『アートバイブル』日本聖書協会ISBN4-8202-4214-8
（注意：どちらの本も購入しなくて結構です。図書館で読んでください。）参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

松平　功担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01水曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門：国際人に必要とされる基本的な聖書の知識を得る。

授業のテーマ

　本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、本学の建学精神の土台であるキ
リスト教に関する基礎的な知識、特にキリスト教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイ
エス・キリストについての基本的知識を習得することにあります。
　まず、古代ユダヤ教からキリスト教成立に至るまでの経緯と、現代日本に見られるキリスト教からの影響など
を学び、また、聖書とその成り立ち、キリスト教の成立から世界への広がりも見ていきます。その説明の一部で
は、有名なキリスト教絵画を見て頂き、その絵画の訴えているメッセージを聖書で確認することもあります。ま
た、沢山存在するキリスト教の教派の違いをできる限り簡単に解説し、世界に広がるキリスト教を概観します。

授業の概要

● キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
● 旧新約聖書の概要を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
● イエス･キリストの時代背景および生涯と教えを知り、理解すること。
● 世界の常識とも言えるような、聖書のストーリーを知ること。

到達目標

第一回　オリエンテーション
第二回　キリスト教とは何か
第三回　映像から見るイエス・キリスト：受難について
第四回　映像から見るイエス・キリスト：十字架と復活
第五回　旧約聖書の概要：天地創造から族長時代まで
第六回　旧約聖書の概要：出エジプトからカナン入植まで
第七回　旧約聖書の概要：カナン入植からソロモン王に至るまで
第八回　旧約聖書の概要：イスラエルの分裂からローマ帝国への属国時代まで
第九回　新約聖書の概要：イエスの降誕と時代背景
第十回　新約聖書の概要：イエスの宣教とその不思議の意味
第十一回　新約聖書の概要：イエスの語った様々なたとえと教え
第十二回　新約聖書の概要：イエスとその敵対勢力。なぜ十字架に架けられたのか
第十三回　新約聖書の概要：イエスの教える愛と、その行為
第十四回　新約聖書の概要：十字架での死と復活
第十五回　期末試験とまとめ
※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

● 毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくようにしてください（その際、疑問点を
整理して、次の授業で教師に質問できるようにすることが望ましい）
● 聖書の通読。ただし、内容が膨大ですので、４つの福音書だけでも通読しましょう。授業前の30分程度の読
書で読み終えることが可能です。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義形式。毎回の授業でその日のレジメを配布します。また、パワーポイントを使用するので視覚による学びも
重視します。

授業方法

● クラスの後に小テストを何度か行う（合計４０パーセント）
● 第１５回目のクラスで期末試験を行う（４０パーセント）
● 授業での発言や態度などの総合評価（２０パーセント）

評価基準と
評価方法

● 聖書を毎回持参すること。
● ４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
● 欠席や遅刻、教科書の不持参は減点対象となります。私語など好ましからぬ受講態度も同様です。
なお、初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を詳細に説明しますので、履修予定
者は初回授業を欠席しないようにして下さい。

履修上の注意

『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き）日本聖書協会
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してくたさい。

教科書

土井かおる著『よくわかるキリスト教』　PHP出版　ISBN：4-569-63494-X
『アートバイブル』日本聖書協会ISBN4-8202-4214-8
（注意：どちらの本も購入しなくて結構です。図書館で読んでください。）参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門

授業のテーマ

　本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、
本学の建学精神の土台であるキリスト教に関する基礎的な知識、特にキリスト
教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイエス・キリス
トについての基本的知識を習得することにある。
　まずキリスト教の基本的特徴および歴史の概略を学ぶ。次いでイエス時代の
ユダヤ社会の特質や旧新約聖書を概観した上で、福音書を読みながら、十字架
と復活に至るイエスの生涯とその教えを考察しつつ、その今日的意義について
探りを入れていく。

授業の概要

●キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
●旧新約聖書の概要を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
●イエス･キリストの時代背景および生涯と教えを知り、理解すること。
●聖書に含まれるクリスマス物語の特徴と意味を理解すること。
●福音書を通読すると共に、重要な聖句を覚えること。

到達目標

第１回　オリエンテーション
第２回　キリスト教とは何か
第３回　映像から見るイエス・キリスト〜受難
第４回　映像から見るイエス・キリスト〜十字架と復活
第５回　イエスの世界（１）〜地理と歴史
第６回　イエスの世界（２）〜ユダヤ人の宗教
第７回　聖書概観（１）〜旧約聖書
第８回　聖書概観（２）〜新約聖書
第９回　イエスの誕生物語（１）〜福音書とイエス誕生物語
第10回　イエスの誕生物語（２）〜誕生物語の意味
第11回　イエスの宣教と教え（１）〜公生涯と「山上の説教」
第12回　イエスの宣教と教え（２）〜「隣人を愛しなさい」
第13回　イエスの宣教と教え（３）〜イエスのたとえ話　
第14回　最大の神秘〜十字架と復活
第15回　期末試験とまとめ

※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

●毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくこと（その際、
疑問点を整理して、次の授業で教師に質問できるようにすることが望ましい）。
●松蔭manabaに公開する配付資料の指示に従って毎回予習をすること。
●授業中に言及する聖書箇所を熟読玩味すること。
●新約聖書中の４つの福音書の通読（レポートを書いてもらいます）。
●聖書に含まれる文書の名称を暗記すること（試験をします）。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

試験と平常点によって評価します（原則として試験70％、平常点30％）。
試験は期末試験が主ですが、その他に復習テストやレポートを課することもあ
ります。平常点は授業への参加度や受講態度によって評価します。

評価基準と
評価方法

●４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
●欠席や遅刻、教科書の不持参は減点対象となります。私語など好ましからぬ
受講態度も同様です。
なお、初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を
詳細に説明しますので、履修予定者は初回授業を欠席しないようにして下さい。

履修上の注意

●『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き） 日本聖書協会
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してください。

●配付資料を用いて授業をします。配付資料は前もって松蔭manabaにアップ
するので、各自印刷して授業に持参すること。

教科書
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参考文献は、必要に応じて授業中に紹介します。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01月曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門

授業のテーマ

　本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、
本学の建学精神の土台であるキリスト教に関する基礎的な知識、特にキリスト
教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイエス・キリス
トについての基本的知識を習得することにある。
　まずキリスト教の基本的特徴および歴史の概略を学ぶ。次いでイエス時代の
ユダヤ社会の特質や旧新約聖書を概観した上で、福音書を読みながら、十字架
と復活に至るイエスの生涯とその教えを考察しつつ、その今日的意義について
探りを入れていく。

授業の概要

●キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
●旧新約聖書の概要を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
●イエス･キリストの時代背景および生涯と教えを知り、理解すること。
●聖書に含まれるクリスマス物語の特徴と意味を理解すること。
●福音書を通読すると共に、重要な聖句を覚えること。

到達目標

第１回　オリエンテーション
第２回　キリスト教とは何か
第３回　映像から見るイエス・キリスト〜受難
第４回　映像から見るイエス・キリスト〜十字架と復活
第５回　イエスの世界（１）〜地理と歴史
第６回　イエスの世界（２）〜ユダヤ人の宗教
第７回　聖書概観（１）〜旧約聖書
第８回　聖書概観（２）〜新約聖書
第９回　イエスの誕生物語（１）〜福音書とイエス誕生物語
第10回　イエスの誕生物語（２）〜誕生物語の意味
第11回　イエスの宣教と教え（１）〜公生涯と「山上の説教」
第12回　イエスの宣教と教え（２）〜「隣人を愛しなさい」
第13回　イエスの宣教と教え（３）〜イエスのたとえ話　
第14回　最大の神秘〜十字架と復活
第15回　期末試験とまとめ

※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

●毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくこと（その際、
疑問点を整理して、次の授業で教師に質問できるようにすることが望ましい）。
●松蔭manabaに公開する配付資料の指示に従って毎回予習をすること。
●授業中に言及する聖書箇所を熟読玩味すること。
●新約聖書中の４つの福音書の通読（レポートを書いてもらいます）。
●聖書に含まれる文書の名称を暗記すること（試験をします）。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

試験と平常点によって評価します（原則として試験70％、平常点30％）。
試験は期末試験が主ですが、その他に復習テストやレポートを課することもあ
ります。平常点は授業への参加度や受講態度によって評価します。

評価基準と
評価方法

●４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
●欠席や遅刻、教科書の不持参は減点対象となります。私語など好ましからぬ
受講態度も同様です。
なお、初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を
詳細に説明しますので、履修予定者は初回授業を欠席しないようにして下さい。

履修上の注意

●『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き） 日本聖書協会
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してください。

●配付資料を用いて授業をします。配付資料は前もって松蔭manabaにアップ
するので、各自印刷して授業に持参すること。

教科書
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参考文献は、必要に応じて授業中に紹介します。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01水曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門

授業のテーマ

　本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、
本学の建学精神の土台であるキリスト教に関する基礎的な知識、特にキリスト
教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイエス・キリス
トについての基本的知識を習得することにある。
　まずキリスト教の基本的特徴および歴史の概略を学ぶ。次いでイエス時代の
ユダヤ社会の特質や旧新約聖書を概観した上で、福音書を読みながら、十字架
と復活に至るイエスの生涯とその教えを考察しつつ、その今日的意義について
探りを入れていく。

授業の概要

●キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
●旧新約聖書の概要を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
●イエス･キリストの時代背景および生涯と教えを知り、理解すること。
●聖書に含まれるクリスマス物語の特徴と意味を理解すること。
●福音書を通読すると共に、重要な聖句を覚えること。

到達目標

第１回　オリエンテーション
第２回　キリスト教とは何か
第３回　映像から見るイエス・キリスト〜受難
第４回　映像から見るイエス・キリスト〜十字架と復活
第５回　イエスの世界（１）〜地理と歴史
第６回　イエスの世界（２）〜ユダヤ人の宗教
第７回　聖書概観（１）〜旧約聖書
第８回　聖書概観（２）〜新約聖書
第９回　イエスの誕生物語（１）〜福音書とイエス誕生物語
第10回　イエスの誕生物語（２）〜誕生物語の意味
第11回　イエスの宣教と教え（１）〜公生涯と「山上の説教」
第12回　イエスの宣教と教え（２）〜「隣人を愛しなさい」
第13回　イエスの宣教と教え（３）〜イエスのたとえ話　
第14回　最大の神秘〜十字架と復活
第15回　期末試験とまとめ

※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

●毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくこと（その際、
疑問点を整理して、次の授業で教師に質問できるようにすることが望ましい）。
●松蔭manabaに公開する配付資料の指示に従って毎回予習をすること。
●授業中に言及する聖書箇所を熟読玩味すること。
●新約聖書中の４つの福音書の通読（レポートを書いてもらいます）。
●聖書に含まれる文書の名称を暗記すること（試験をします）。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

試験と平常点によって評価します（原則として試験70％、平常点30％）。
試験は期末試験が主ですが、その他に復習テストやレポートを課することもあ
ります。平常点は授業への参加度や受講態度によって評価します。

評価基準と
評価方法

●４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
●欠席や遅刻、教科書の不持参は減点対象となります。私語など好ましからぬ
受講態度も同様です。
なお、初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を
詳細に説明しますので、履修予定者は初回授業を欠席しないようにして下さい。

履修上の注意

●『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き） 日本聖書協会
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してください。

●配付資料を用いて授業をします。配付資料は前もって松蔭manabaにアップ
するので、各自印刷して授業に持参すること。

教科書

参考文献は、必要に応じて授業中に紹介します。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の基礎／キリスト教学I科目名

宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11020

後期／2nd　semester 2.01水曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教入門

授業のテーマ

　本講座の目的は、必修科目「神戸松蔭とキリスト教」の履修を終えた学生が、
本学の建学精神の土台であるキリスト教に関する基礎的な知識、特にキリスト
教の正典である旧新約聖書およびキリスト教信仰の中核をなすイエス・キリス
トについての基本的知識を習得することにある。
　まずキリスト教の基本的特徴および歴史の概略を学ぶ。次いでイエス時代の
ユダヤ社会の特質や旧新約聖書を概観した上で、福音書を読みながら、十字架
と復活に至るイエスの生涯とその教えを考察しつつ、その今日的意義について
探りを入れていく。

授業の概要

●キリスト教の基本的特徴や歴史の概略を説明できるようになること。
●旧新約聖書の概要を知り、主要な旧新約文書の名称と特徴を覚えること。
●イエス･キリストの時代背景および生涯と教えを知り、理解すること。
●聖書に含まれるクリスマス物語の特徴と意味を理解すること。
●福音書を通読すると共に、重要な聖句を覚えること。

到達目標

第１回　オリエンテーション
第２回　キリスト教とは何か
第３回　映像から見るイエス・キリスト〜受難
第４回　映像から見るイエス・キリスト〜十字架と復活
第５回　イエスの世界（１）〜地理と歴史
第６回　イエスの世界（２）〜ユダヤ人の宗教
第７回　聖書概観（１）〜旧約聖書
第８回　聖書概観（２）〜新約聖書
第９回　イエスの誕生物語（１）〜福音書とイエス誕生物語
第10回　イエスの誕生物語（２）〜誕生物語の意味
第11回　イエスの宣教と教え（１）〜公生涯と「山上の説教」
第12回　イエスの宣教と教え（２）〜「隣人を愛しなさい」
第13回　イエスの宣教と教え（３）〜イエスのたとえ話　
第14回　最大の神秘〜十字架と復活
第15回　期末試験とまとめ

※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

●毎回必ず復習を行って学んだことを確認し、次の授業に備えておくこと（その際、
疑問点を整理して、次の授業で教師に質問できるようにすることが望ましい）。
●松蔭manabaに公開する配付資料の指示に従って毎回予習をすること。
●授業中に言及する聖書箇所を熟読玩味すること。
●新約聖書中の４つの福音書の通読（レポートを書いてもらいます）。
●聖書に含まれる文書の名称を暗記すること（試験をします）。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

試験と平常点によって評価します（原則として試験70％、平常点30％）。
試験は期末試験が主ですが、その他に復習テストやレポートを課することもあ
ります。平常点は授業への参加度や受講態度によって評価します。

評価基準と
評価方法

●４回以上欠席した学生は、原則として不合格とします。
●欠席や遅刻、教科書の不持参は減点対象となります。私語など好ましからぬ
受講態度も同様です。
なお、初回の授業で評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を
詳細に説明しますので、履修予定者は初回授業を欠席しないようにして下さい。

履修上の注意

●『新共同訳聖書』（旧新約聖書、旧約続編付き） 日本聖書協会
☆既に聖書を持っている場合、初回の授業で担当者に相談してください。

●配付資料を用いて授業をします。配付資料は前もって松蔭manabaにアップ
するので、各自印刷して授業に持参すること。

教科書

参考文献は、必要に応じて授業中に紹介します。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教の歴史I科目名

宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z12060

後期／2nd　semester 2.02～3火曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

英国キリスト教史：イングランドとスコットランドのキリスト教

授業のテーマ

本講座ではキリスト教の歴史を学ぶ。キリスト教は古代のパレスチナにユダヤ教を
母胎として生まれながら、はやくも１世紀にはその民族的な枠を脱し、その後二千
年の時をかけて数多の文化や言語の壁を越えて世界中に広まった普遍宗教である。
その過程で、各地の文化や社会を造りかえると共に、自らも大きな変貌を遂げてい
った。こうして、今日のキリスト教は極めて多様性に富む宗教となっている。キリ
スト教のこのようなクロスカルチャルな歴史的発展のプロセスを様々な視点から考
察していくのが、本講座の課題である。
　ここでは英国のキリスト教を取り上げ、古代から宗教改革期までのその歴史的歩
みを学んでいく。英国は多民族国家であるが、特にイングランドとスコットランド
の教会に着目し、その歴史を相互に対比させながら考察する。それにより、この２
つの地域に何故異なるタイプのキリスト教（アングリカンと長老教会）が成立する
に至ったかを考える。

授業の概要

●英国の民族的多様性を説明することができる。
●英国キリスト教史の概略を説明することができる。
●イングランドとスコットランドのキリスト教の特徴と違いを説明することができる。
●キリスト教の内的多様性とその由来を複眼的に考えることができる。

到達目標

第１回　オリエンテーション
第２回　キリスト教と宣教
第３回　ローマ帝国のキリスト教とブリタンニア
第４回　英国概観：イングランドとスコットランド
第５回　ケルト人とキリスト教
第６回　アウグスティヌス宣教団とローマ系キリスト教の再来
第７回　ホイットビー会議とローマ系キリスト教の勝利
第８回　中世英国のキリスト教
第９回　宗教改革の暁の星：ジョン・ウィクリフ
第10回　宗教改革概観
第11回　イングランド宗教改革（１）：イングランド教会の独立
第12回　イングランド宗教改革（２）：アングリカニズムの確立
第13回　ジョン・ノックスとスコットランド宗教改革
第14回　スコットランド長老主義の確立と主教派教会（聖公会）
第15回　その後の英国キリスト教

※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

復習をしっかり行うこと。その際、疑問点を整理して、次の授業で教師に質問でき
るようにしておくことが望ましい。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

試験やレポートなどの課題および平常点により評価します（課題70%、平常点30％
の予定）。レポートや試験は複数回行います。平常点は授業への参加度や受講態度
などによって評価します。

評価基準と
評価方法

●４回以上欠席した場合は原則として不合格とします。
●欠席・遅刻は減点対象となります。私語など劣悪な受講態度も成績に影響します。
●初回の授業で、評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を詳細に
説明しますので、履修予定者は初回授業を欠席しないようにして下さい。
●私語などにより他の履修者の学習を妨げることを意に介しない学生は履修を遠慮
して頂きます。

履修上の注意

特にありません。教師の準備する配付資料によって授業を行います。

教科書
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『ベーダ 英国民教会史』（高橋博訳、講談社学術文庫）
その他、授業中に紹介します。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

キリスト教礼拝学科目名

宮本　憲・藤井　尚人担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z12100

前期／1st　semester 2.02～3月曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

キリスト教礼拝入門〜その実際と歴史〜

授業のテーマ

本講座の目的はキリスト教会の中心的営みである「礼拝」に対する理解を深めるこ
とにある。礼拝行為の自覚的・批判的考察が目的であるため、礼拝に関する実際の
経験が前提となる。

（オムニバス方式／全15回）
（宮本・藤井／３回）（共同）
初回授業で本講座の概要を説明する。またチャペルでの２度の授業では聖歌を共に
歌い、礼拝を実際に体験してディスカッションを行う。

（藤井／６回）
本学と歴史的に関係の深い聖公会の礼拝を例として取り上げ、キリスト教礼拝の実
際とその意味を考察する。聖公会の祈祷書、教会暦、聖餐式などついて順次学んで
いく。

（宮本／６回）
導入部分で祈りと礼拝に関する全般的な概説を行う。また、学期の後半部で歴史的
視点からキリスト教礼拝を考察して、サクラメントや多様な礼拝形態、礼拝を構成
する諸要素に関する理解を深める。

授業の概要

●祈るとはどういうことか理解する。
●キリスト教会の礼拝への参与に必要な基礎知識を身につける。
●キリスト教礼拝の歴史の概略と礼拝形式の多様性を理解する。
●教会音楽に親しむ。

到達目標

A. イントロダクション
第１週 オリエンテーション(宮本・藤井)
第２週 祈りと礼拝（宮本）

B. 聖公会における礼拝(藤井) 
第３週 教会の1年 ～教会暦～  
第４週 「祈祷書」とは何か ～イングランド国教会の歴史～
第５週 キリスト教の結婚式～ロイヤル・ウェディング～
第６週 世界の若者が集まるテゼ共同体～歌と祈り～
第７週 知っておきたい聖歌～日本聖公会聖歌集より～
第８週 ミサ(聖餐式)という礼拝

C. 礼拝と音楽
第９週 聖歌を歌おう(藤井・宮本、チャペルにて)
第10週 ミサ曲と礼拝〜モーツァルト「戴冠ミサ曲」(宮本)

D．歴史からみた礼拝(宮本)
第11週 ユダヤ教における礼拝
第12週 新約時代 〜洗礼、主の晩餐、主の祈り
第13週 古代から中世へ〜典礼の形成と信仰告白
第14週 宗教改革以降〜礼拝の多様化と典礼運動

E.まとめ
第15週　礼拝を体験する(藤井・宮本、チャペルにて)

※以上は計画ですので、変更となる場合もあります。

授業計画

●フィールドワーク
（１）キリスト教会の聖日礼拝（日曜礼拝）に最低２回は出席すること。
（２）本学チャペルでの「ヌーンサービス」に最低２回は出席すること。

●毎回復習を行って疑問点を整理し、次の授業で教師に質問する習慣をつけること。
●「祈祷書」「聖歌集」の関連項目を読んでおくこと。
●松蔭manabaに配付資料が前もって公開される場合は、授業に先だって眼を通
して予習しておくこと。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

基本的に講義形式ですが、適宜演習形式を加える場合もあります。

授業方法
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●課題点及び平常点によって評価します（課題点70%、平常点30％の予定）。
●課題点は、２名の担当者によって課される試験ないしレポート、フィールドワーク
（教会及びヌーンサービス出席）のレポートによって評価します。
●平常点は、授業への参加度（質疑応答、ディスカッションなど）や受講態度などに
よって評価します。
●フィールドワークについて、聖日礼拝やヌーンサービスに２回を越えて参加した
場合は、最終評価において加点します。

評価基準と
評価方法

●４回以上の欠席（４回も含む）は原則として不合格とします。
●欠席・遅刻は減点対象とし、私語など受講態度の良し悪しも成績に影響します。
●フィールドワークとして、学期中にキリスト教会の聖日礼拝（日曜礼拝）に最低２回、
本学チャペルのヌーンサービスに最低２回出席し、そのレポートを提出すること（出席
する教会については授業中に説明します）。これを満たさない者は単位が得られません。

履修上の注意

●教科書は特にありません。配付資料によって授業を行います。
●前もって指示された授業では聖書を持ってくること。

教科書

旧新約聖書
ウィリアム・ウィリモン『言葉と水とワインとパン〜キリスト教礼拝史入門』
（新教出版社）
エドワード・フォーリー『時代から時代へ』（聖公会出版）
「日本聖公会 祈祷書」(1990年)
「日本聖公会 聖歌集」(2006年)

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

現代のキリスト教科目名

宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z12080

後期／2nd　semester 2.02～3月曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

映画を通して考える現代のキリスト教

授業のテーマ

従来キリスト教は西洋の宗教とされてきたが、16世紀以来世界中に伝えられ、今日
ではいわゆる「世界キリスト教」へと変容しつつある。それに伴い、キリスト教の
文化的多様性とその一致の問題に関心が向けられるようになった。また、欧米を中
心に進行した世俗化への反動として、人々の間に神との親密な関わりを回復しよう
とする渇望が広がり、「霊性」に対する関心が教派や地域を超えて深まりを見せて
いる。この講座では、このような今日のキリスト教をめぐる諸問題に光をあて、歴
史的視点も交えつつ現代世界におけるキリスト教信仰の意義に探りを入れていく。

　今年度は、キリスト教と関わりのある映画を通して、現代社会おけるキリスト教
信仰のあり方について考察する。

授業の概要

●映画作品においてキリスト教やキリスト教的テーマがどのように扱われて
いるか説明できる。
●現代のキリスト教の特徴を理解する。到達目標

A．イントロダクション
第１週　オリエンテーション（授業の概要）
第２週　現代世界におけるキリスト教

B．イエスを見る視点 〜映画「サン・オブ・ゴッド」(2014)
第３週　背景説明と鑑賞
第４週　鑑賞（続）
第５週　分析と考察

C．キリスト教宣教を見る視点 〜映画「ミッション」(1986)
第６週　背景説明と鑑賞
第７週　鑑賞（続）
第８週　分析と考察

D．真実を求める信仰 〜映画「白バラの祈り」(2005)
第９週　背景説明と鑑賞
第10週　鑑賞（続）
第11週　分析と考察

E．民衆と共にある教会 〜映画「ロメロ」(1989)
第12週　背景説明と鑑賞
第13週　鑑賞（続）
第14週　分析と考察

F．まとめ
第15週　まとめと展望

※以上は計画なので、変更となる場合もある。

授業計画

毎回の授業の復習を忘れないこと。
第3〜5週には福音書を通読すること。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

主に講義形式。映画鑑賞後、ディスカッションも行う予定。

授業方法

課題点（レポートやテスト）及び平常点（授業への参加度、受講態度など）により
評価する（課題点70％、平常点30％の予定）。それぞれの映画について小レポート
の提出を求める予定。

評価基準と
評価方法

●４回以上欠席した場合は、原則として不合格とする（４回も含む）。
●欠席・遅刻は減点対象。私語など授業態度の良し悪しも成績に影響する。
●初回の授業で、評価方法や出欠の取り方なども含めた履修上の注意事項を詳細に説明する
ので、履修予定者は欠席しないように。
●私語などにより他の履修者の学習を妨げることを意に介しない学生は受講を遠慮して頂く
場合がある。

履修上の注意
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旧新訳聖書
配付資料によって授業を行う。

教科書

必要に応じて授業中に紹介する。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

神戸松蔭とキリスト教科目名

単位認定者：待田昌二担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11010

前期／1st　semester 2.01木曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

神戸松蔭の歴史とキリスト教の精神を理解する

授業のテーマ

この授業では、聖公会キリスト教とはどのようなものか、日本におけるキリスト教伝道
および松蔭女子学院の歴史を知ることを通して、本学の建学の精神を学びます。それは
同時に、本学が発展してきた神戸という土地とキリスト教の関わりから地域社会への貢献
について考えことでもあります。また、キリスト教と芸術・音楽の関わりを学ぶことから
キリスト教をより幅広く理解し、社会活動について具体的に学ぶことを通してキリスト教
の愛の精神について考えます。

授業の概要

キリスト教の歴史と聖公会について基本的な知識を得た上で、神戸松蔭の歴史と建学の精神
を説明できるようになる。
キリスト教の活動、社会と文化への影響を学び、その愛の精神について理解する。到達目標

第1回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－キリスト教と日本
第2回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－聖公会とは
第3回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭の歴史
第4回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭とキリスト教
第5回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－資料から見る歴史
第6回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－神戸とキリスト教
第7回　キリスト教と文化－キリスト教と音楽
第8回　キリスト教と文化－礼拝と音楽
第9回　キリスト教と文化－キリスト教と美術
第10回 いのちを考える
第11回 いのちを考える－社会的実践
第12回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサ
第13回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサの活動の広がり
第14回 なぜ人を助けるのか－キリスト教の愛の精神
第15回 まとめと試験

ゲスト・スピーカーを招いた授業も行います。

授業計画

毎回の授業内容を復習し、試験に向けて理解を確実なものにしておく。
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

課題提出と出席状況等による平常点60%、期末試験40％。
基本的には毎回の授業で感想など小課題の提出あり。最後に、それまでの授業全体を
振り返った試験を行うので、各回のノートや配布物は保存しておくこと。

評価基準と
評価方法

遅刻・中途退席、私語には厳しく対応する。

履修上の注意

使用しない。配布プリントによって授業を行う。

教科書

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

神戸松蔭とキリスト教科目名

単位認定者：待田昌二担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11010

前期／1st　semester 2.01木曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

神戸松蔭の歴史とキリスト教の精神を理解する

授業のテーマ

この授業では、聖公会キリスト教とはどのようなものか、日本におけるキリスト教伝道
および松蔭女子学院の歴史を知ることを通して、本学の建学の精神を学びます。それは
同時に、本学が発展してきた神戸という土地とキリスト教の関わりから地域社会への貢献
について考えことでもあります。また、キリスト教と芸術・音楽の関わりを学ぶことから
キリスト教をより幅広く理解し、社会活動について具体的に学ぶことを通してキリスト教
の愛の精神について考えます。

授業の概要

キリスト教の歴史と聖公会について基本的な知識を得た上で、神戸松蔭の歴史と建学の精神
を説明できるようになる。
キリスト教の活動、社会と文化への影響を学び、その愛の精神について理解する。到達目標

第1回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－キリスト教と日本
第2回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－聖公会とは
第3回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭の歴史
第4回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭とキリスト教
第5回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－資料から見る歴史
第6回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－神戸とキリスト教
第7回　キリスト教と文化－キリスト教と音楽
第8回　キリスト教と文化－礼拝と音楽
第9回　キリスト教と文化－キリスト教と美術
第10回 いのちを考える
第11回 いのちを考える－社会的実践
第12回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサ
第13回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサの活動の広がり
第14回 なぜ人を助けるのか－キリスト教の愛の精神
第15回 まとめと試験

ゲスト・スピーカーを招いた授業も行います。

授業計画

毎回の授業内容を復習し、試験に向けて理解を確実なものにしておく。
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

課題提出と出席状況等による平常点60%、期末試験40％。
基本的には毎回の授業で感想など小課題の提出あり。最後に、それまでの授業全体を
振り返った試験を行うので、各回のノートや配布物は保存しておくこと。

評価基準と
評価方法

遅刻・中途退席、私語には厳しく対応する。

履修上の注意

使用しない。配布プリントによって授業を行う。

教科書

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

神戸松蔭とキリスト教科目名

単位認定者：宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11010

前期／1st　semester 2.01月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

神戸松蔭の歴史とキリスト教の精神を理解する

授業のテーマ

この授業では、聖公会キリスト教とはどのようなものか、日本におけるキリスト教伝道
および松蔭女子学院の歴史を知ることを通して、本学の建学の精神を学びます。それは
同時に、本学が発展してきた神戸という土地とキリスト教の関わりから地域社会への貢献
について考えことでもあります。また、キリスト教と芸術・音楽の関わりを学ぶことから
キリスト教をより幅広く理解し、社会活動について具体的に学ぶことを通してキリスト教
の愛の精神について考えます。

授業の概要

キリスト教の歴史と聖公会について基本的な知識を得た上で、神戸松蔭の歴史と建学の精神
を説明できるようになる。
キリスト教の活動、社会と文化への影響を学び、その愛の精神について理解する。到達目標

第1回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－キリスト教と日本
第2回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－聖公会とは
第3回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭の歴史
第4回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭とキリスト教
第5回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－資料から見る歴史
第6回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－神戸とキリスト教
第7回　キリスト教と文化－キリスト教と音楽
第8回　キリスト教と文化－礼拝と音楽
第9回　キリスト教と文化－キリスト教と美術
第10回 いのちを考える
第11回 いのちを考える－社会的実践
第12回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサ
第13回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサの活動の広がり
第14回 なぜ人を助けるのか－キリスト教の愛の精神
第15回 まとめと試験

ゲスト・スピーカーを招いた授業も行います。

授業計画

毎回の授業内容を復習し、試験に向けて理解を確実なものにしておく。
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

課題提出と出席状況等による平常点60%、期末試験40％。
基本的には毎回の授業で感想など小課題の提出あり。最後に、それまでの授業全体を
振り返った試験を行うので、各回のノートや配布物は保存しておくこと。

評価基準と
評価方法

遅刻・中途退席、私語には厳しく対応する。

履修上の注意

使用しない。配布プリントによって授業を行う。

教科書

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

神戸松蔭とキリスト教科目名

単位認定者：宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11010

前期／1st　semester 2.01水曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

神戸松蔭の歴史とキリスト教の精神を理解する

授業のテーマ

この授業では、聖公会キリスト教とはどのようなものか、日本におけるキリスト教伝道
および松蔭女子学院の歴史を知ることを通して、本学の建学の精神を学びます。それは
同時に、本学が発展してきた神戸という土地とキリスト教の関わりから地域社会への貢献
について考えことでもあります。また、キリスト教と芸術・音楽の関わりを学ぶことから
キリスト教をより幅広く理解し、社会活動について具体的に学ぶことを通してキリスト教
の愛の精神について考えます。

授業の概要

キリスト教の歴史と聖公会について基本的な知識を得た上で、神戸松蔭の歴史と建学の精神
を説明できるようになる。
キリスト教の活動、社会と文化への影響を学び、その愛の精神について理解する。到達目標

第1回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－キリスト教と日本
第2回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－聖公会とは
第3回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭の歴史
第4回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭とキリスト教
第5回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－資料から見る歴史
第6回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－神戸とキリスト教
第7回　キリスト教と文化－キリスト教と音楽
第8回　キリスト教と文化－礼拝と音楽
第9回　キリスト教と文化－キリスト教と美術
第10回 いのちを考える
第11回 いのちを考える－社会的実践
第12回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサ
第13回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサの活動の広がり
第14回 なぜ人を助けるのか－キリスト教の愛の精神
第15回 まとめと試験

ゲスト・スピーカーを招いた授業も行います。

授業計画

毎回の授業内容を復習し、試験に向けて理解を確実なものにしておく。
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

課題提出と出席状況等による平常点60%、期末試験40％。
基本的には毎回の授業で感想など小課題の提出あり。最後に、それまでの授業全体を
振り返った試験を行うので、各回のノートや配布物は保存しておくこと。

評価基準と
評価方法

遅刻・中途退席、私語には厳しく対応する。

履修上の注意

使用しない。配布プリントによって授業を行う。

教科書

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

神戸松蔭とキリスト教科目名

単位認定者：宮本　憲担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z11010

前期／1st　semester 2.01水曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

神戸松蔭の歴史とキリスト教の精神を理解する

授業のテーマ

この授業では、聖公会キリスト教とはどのようなものか、日本におけるキリスト教伝道
および松蔭女子学院の歴史を知ることを通して、本学の建学の精神を学びます。それは
同時に、本学が発展してきた神戸という土地とキリスト教の関わりから地域社会への貢献
について考えことでもあります。また、キリスト教と芸術・音楽の関わりを学ぶことから
キリスト教をより幅広く理解し、社会活動について具体的に学ぶことを通してキリスト教
の愛の精神について考えます。

授業の概要

キリスト教の歴史と聖公会について基本的な知識を得た上で、神戸松蔭の歴史と建学の精神
を説明できるようになる。
キリスト教の活動、社会と文化への影響を学び、その愛の精神について理解する。到達目標

第1回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－キリスト教と日本
第2回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－聖公会とは
第3回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭の歴史
第4回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－松蔭とキリスト教
第5回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－資料から見る歴史
第6回　神戸松蔭の歴史とキリスト教－神戸とキリスト教
第7回　キリスト教と文化－キリスト教と音楽
第8回　キリスト教と文化－礼拝と音楽
第9回　キリスト教と文化－キリスト教と美術
第10回 いのちを考える
第11回 いのちを考える－社会的実践
第12回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサ
第13回 なぜ人を助けるのか－マザー・テレサの活動の広がり
第14回 なぜ人を助けるのか－キリスト教の愛の精神
第15回 まとめと試験

ゲスト・スピーカーを招いた授業も行います。

授業計画

毎回の授業内容を復習し、試験に向けて理解を確実なものにしておく。
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

課題提出と出席状況等による平常点60%、期末試験40％。
基本的には毎回の授業で感想など小課題の提出あり。最後に、それまでの授業全体を
振り返った試験を行うので、各回のノートや配布物は保存しておくこと。

評価基準と
評価方法

遅刻・中途退席、私語には厳しく対応する。

履修上の注意

使用しない。配布プリントによって授業を行う。

教科書

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

新約聖書を学ぶ科目名

木原　桂二担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z12040

前期／1st　semester 2.02～3木曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

新約聖書の思想

授業のテーマ

「新約聖書」は、２７冊の書物を取りまとめたものです。どの書物も、イエスによって証しされた「福音」が共
通の基盤になっていますが、各書物の著者は、様々な地域や民族の出身者であり、それぞれが独自の思想を持っ
ています。また、私たちとは異なる文化が背景にあるため、その内容を理解するためには乗り越えるべき高いハ
ードルがあります。そこで本授業では、新約聖書を少しでも身近に感じ、その思想を生かすことができるように
聖書本文とその背景についての学びを深めていきます。

授業の概要

(1)新約聖書の四福音書それぞれの特徴の背景となっている歴史と成立の事情を理解できるようにする。
(2)イエスとパウロの思想の特徴を理解し、説明できるようにする。
(3)新約聖書の思想を踏まえて、現代社会の諸問題について自分の意見を持てるようにする。到達目標

　第１回　オリエンテーション　授業の目的と概要、評価基準、レポートについての説明
　　　　（入門）新約聖書とは何か？―ユダヤ教からキリスト教へ
　第２回　イエスの言行録①―共観福音書（マタイ・マルコ・ルカ）序説
　第３回　イエスの言行録②―共観福音書（マタイ・マルコ）のイエス像
　題４回　イエスの言行録③―共観福音書（ルカ）のイエス像／ヨハネ福音書のイエス像
　第５回　使徒の時代―イエス以後の思想と信仰
　第６回　新約聖書の思想イエス編①―エゴイズム
　第７回　新約聖書の思想イエス編②―財産所有
　第８回　新約聖書の思想イエス編③―隣人愛
　第９回　新約聖書の思想イエス編④―暴力と平和
第１０回　新約聖書の思想イエス編⑤―差別と和解
第１１回　新約聖書の思想イエス編⑥―罪と赦し
第１２回　新約聖書の思想イエス編⑦―子どもの人権
第１３回　新約聖書の思想パウロ編①―人間の限界
第１４回　新約聖書の思想パウロ編②―共同体（共に生きる集り）
第１５回　全体のまとめ

授業計画

多くの学生は新約聖書に触れる機会が少なく、授業で取り扱える範囲も限られます。それゆえ、普段から聖書本
文（日本語訳）を読み、疑問に思うことを書き留めるようにして下さい。それを教師に質問して頂ければ、授業
に関連づける形で応答したいと考えています（質問内容は、下記「評価方法」に記載されている授業内小レポ
ートに記述して頂きます）。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義

授業方法

①レポート評価 ７０％
②授業内小レポートの評価（不定期に実施）３０％
③私語や授業態度も減点の対象になるので注意してください。

評価基準と
評価方法

聖書を持参して授業に出席してください。

履修上の注意

１．『聖書』 ※翻訳は問いません。ご自分の聖書をお持ち下さい。
２．毎回授業時にプリント（レジュメ）を配布し、そのレジュメに基づいて授業を進めます。

教科書

参考書は、必要に応じて授業中に紹介します。

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

パイプオルガン実習A／音楽実技IIA科目名

伊藤　純子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z1212A

前期／1st　semester 1.02～3金曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

パイプオルガンを美しく演奏する

授業のテーマ

「パイプオルガンでコラール変奏曲を演奏する」
パイプオルガン入門ＡＢでの学びの延長線上として、大オルガンでコラール変奏曲を演奏
する。
その演奏に必要な要素として、大オルガンの音の鳴らし方の工夫、音の選び方について、及び、コラールについ
ての学びと、コラールの歌唱も行う。

授業の概要

①四声体聖歌の演奏を、メロディーを歌うように演奏できるようになる。
②四声体聖歌の演奏を、各声部を耳で追いながら、美しい音で演奏できるようになる。
③コラール変奏曲の基になっている聖歌について知る。
④コラール変奏曲の曲の仕組みを知る。
⑤コラール変奏曲演奏のための、大オルガンの音の選び方、音の鳴らし方を習得する。
⑥コラール変奏曲を、大オルガンで美しく演奏できるようになる。
⑦楽器についての知識を深め、オルガンという楽器の特異性を実感することが出来る。

到達目標

第１回：オリエンテーション

第２回：二声での聖歌演奏の復習（身体の使い方）
第３回：二声での聖歌演奏の復習（美しい音の鳴らし方）
第４回：四声での聖歌演奏方法の探求（身体の使い方）
第５回：四声での聖歌演奏方法の探求（美しい音の鳴らし方）

第６回：選定したコラール変奏曲の基の聖歌についての学び
第７回：選定したコラール変奏曲の基の聖歌の演奏
第８回：コラール変奏曲の演奏への取り掛かり　聖歌歌唱
第９回：コラール変奏曲の曲の構成について

第10回：コラール変奏曲に使用する音色や鍵盤の選定
第11回：コラール変奏曲に使用する音色や鍵盤の工夫
第12回：コラール変奏曲を題材に、美しい音の鳴らし方の工夫
第13回：コラール変奏曲演奏の完成　
第14回：試験準備

第15回： 試験とまとめ　＜実技試験＞大オルガンで聖歌を四声で伴奏（全員で歌唱）、コラール変奏曲の演奏
　　　　　　 　＜筆記試験＞講義内容について　

授業計画

大オルガンの個人練習
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

解説、実習

授業方法

平常点（出席日数と、授業に臨む態度）60％、レポート20％、試験20％

評価基準と
評価方法

パイプオルガン入門ＡＢの履修修了者であることが望ましい
３分の２以上の出席が必要
松蔭のオルガンを多角的に知るために、後半で一回、学外のオルガン見学・試奏の回を持つ（事前に連絡）履修上の注意

特になし（授業時にプリントを配布）

教科書

日本聖公会 聖歌集

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

パイプオルガン実習B／音楽実技IIB科目名

上野　静江担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z1212B

後期／2nd　semester 1.02～3金曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

パイプオルガンを弾いてみよう（初級）

授業のテーマ

オルガン音楽へのより幅広い理解を深める。本学のチャペルのオルガンの特性を活かして、フランス古典の作品
、コラールおよび詩編歌に基づくオルガン作品を主なレパートリーとする。
具体的な課題曲については、受講生に応じて個別に決定する。また聖歌の伴奏についても取り上げる。授業の概要

１）グレゴリオ聖歌に基づく小品（フランス古典）を演奏できるようになる。
２）コラール等に基づく小品（ドイツバロック）を演奏できるようになる。
３）聖歌と教会歴について、楽曲を通して体感できるようになる。
４）松蔭のオルガンについて熟知し、様々なパイプの効果的な用い方を知る。

到達目標

 第1回　オリエンテーション（授業の進め方ほか）・課題曲選曲

 第2回　フランス古典（１）フルート
 第3回　フランス古典（２）コルネ
 第4回　フランス古典（３）リード
 第5回　フランス古典（４）プランジュとグランジュ
＊F.クープランなどフランス古典期の作品を通して、タッチ、ペダル奏法、レジストレーション等、様々な角度
から本学のフランス古典様式のオルガンに対するアプローチの方法を探りつつ、基礎的事項を実習する。もとに
なったグレゴリオ聖歌についても取り上げる。

 第6回　コラールおよび詩編歌に基づく作品（１）コラール
 第7回　コラールおよび詩編歌に基づく作品（２）コラールと楽曲
 第8回　コラールおよび詩編歌に基づく作品（３）詩編歌
 第9回　コラールおよび詩編歌に基づく作品（４）詩編歌と楽曲
＊スウェリンク、ベーム、ヴァルター、J.S.バッハ、クレプスなど、17～18世紀のコラールや詩編歌に基づく作
品を取り上げる。もとになったコラールや詩編歌にも触れながら、各自が選んだ楽曲をよりよい演奏に仕上げて
いくためのプロセスを、技術的な問題、楽曲の解釈等あらゆる側面から探ってゆく。

第10回　会衆賛美の伴奏法（１）歌詞とレジストレーション
第11回　会衆賛美の伴奏法（２）テンポとフレージング
＊日本語の聖歌を１曲選び（できれば第６～９回で各自が取り上げたオルガン曲にちなんだものが望ましい）、
会衆が歌いやすいテンポ、その聖歌の背景（歌詞の内容）、レジストレーションやペダリングなども模索し、前
奏、1節、2節（レジストレーションを変えてみる）など、まずはシンプルなスタイルで伴奏できるようになるこ
とをめざす。

第12回　クラス内発表会の準備（１）レジストレーション等選定
第13回　クラス内発表会の準備（２）音を会堂に響かせる耳の作り方
第14回　クラス内発表会の準備（３）全体をまとめる
第15回　発表会（期末試験を兼ねる）と講評
＊学期中に取り組んだ曲の中から、１～２曲のソロ曲と聖歌の伴奏を含む８分間程度のプログラムを組んで演奏
する。

授業計画

自分が取り組む曲について、ただよく練習するだけではなく、作曲家について、曲の成立や時代背景、また楽譜
を丁寧に見ながら楽曲分析等、調べられるだけ調べて授業にのぞんで下さい。
またできるだけ、いろいろな演奏家のよい演奏に数多く触れることもお薦めします。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

チャペルにある大オルガンを用いての実技（グループレッスン形式）

授業方法

毎回の授業における課題の到達度を平常点として評価（50％）
レポート（10％）学期末試験（40％）評価基準と

評価方法

・鍵盤楽器経験があること。
・グループレッスン形式で、弾く者は十分に準備をして、聴く者は他者の演奏から学ぶよう努めること。

履修上の注意
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プリントを配布。楽曲に関しては随時授業中に紹介していく。

教科書

聖歌集（日本聖公会・日本基督教団・EG ほか）

参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

パイプオルガン入門A科目名

伊藤　純子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z1111A

前期／1st　semester 2.01～2金曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

パイプオルガンへのアプローチ
～楽器、礼拝、音楽の視点から～

授業のテーマ

「パイプオルガンへ多角的に近づく」

　・パイプオルガンという楽器について、ルーツと発音の仕組み、歴史や国ごとの違いを学ぶ
　・礼拝について、また礼拝と音楽との関係性について、概略を学ぶ
　・オルガンで美しい音を鳴らす工夫と、実際に聖歌を歌い伴奏する体験をする

＊以上について、知識だけではなく、視覚的・聴覚的・身体的体験からの習得の機会とする

授業の概要

①パイプオルガンという楽器について知る
　１、しくみ　２、オルガンの歴史　３、オルガン音楽のレパートリー

②礼拝について知る
　１、礼拝と歌・オルガンとの関係　２、教会暦とその音楽

③上記①②により「パイプオルガンは息の楽器であり、礼拝と共に歩んできた」ことを習得した上で、
　実際に聖歌を歌い、美しい伴奏（ソプラノ声部とバス声部の二声）を行うことができる

④上記①～③の習得は、オルガン入門Ｂにおける四声体聖歌とコラール演奏のための導入となる

到達目標

第１回：オリエンテーション

第２回：【楽器１】「ルーツと仕組み」パイプオルガンの三大要素について、楽器内部の見学
第３回：【楽器２】「笛について」様々な笛の観察と、それらの特色や違いについて
第４回：【楽器３】「オルガンのスタイル」国ごとのオルガンの特色や歴史と、そのスタイル
第５回：【楽器４】「音楽史」オルガン音楽のレパートリーの、音楽史上での位置づけについて

第６回：【礼拝１】「礼拝とは」ミサの起源、様々な礼拝について
第７回：【礼拝２】「礼拝における音楽」古代からグレゴリオ聖歌、現代の聖歌集まで
第８回：【礼拝３】「教会暦」クリスマス、受難節、イースターについてとその音楽
第９回：【礼拝４】「コラール」ルターの宗教改革からバッハのカンタータまで

第10回：【演奏１】「美しい音を鳴らす」オルガンのタンギングやタッチの工夫
第11回：【演奏２】「うた」聖歌の歌唱における、身体の使い方の体験
第12回：【演奏３】「指揮」聖歌の歌唱を指揮する体験
第13回：【演奏４】「二声での奏楽１」10,11,12回の体験をもとにポジティフオルガンで奏楽
第14回：【演奏５】「二声での奏楽２」各自の練習の成果をもとに大オルガンで奏楽

第15回： 試験とまとめ　＜実技試験＞大オルガンで聖歌を二声で伴奏（全員で歌唱）
　　　　　　 　＜筆記試験＞講義内容について　

授業計画

オルガン練習室での個人練習（第１０回授業以降）
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義形式の解説、音楽や映像の鑑賞、学生による実習
特に後半では、実技を中心に進める

授業方法

平常点（出席日数、授業に臨む態度）60％、レポート20％、試験20％
レポート提出２回、試験評価基準と

評価方法

履修希望者多数の場合は、鍵盤楽器経験者を優先する
３分の２以上の出席が必要
後半に一回、学外のオルガンを見学・試奏する回を持つ履修上の注意
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特になし（授業時にプリントを配布）

教科書

金澤正剛 著「キリスト教と音楽」＜音楽之友社＞
大塚直哉 編「クラヴィス～むかしの鍵盤楽器を弾いてみよう～」現代ギター社
日本聖公会 聖歌集参考書
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松蔭とキリスト教系列／キリスト教学系列科目区分

パイプオルガン入門B科目名

上野　静江担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z1111B

後期／2nd　semester 2.01～2金曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

パイプオルガンを弾いてみよう（入門）

授業のテーマ

チャペルにある大オルガンを用いてのパイプオルガン実技入門。
パイプオルガンを弾くための基礎的な奏法からはじめ、聖歌、さらに聖歌に基づく平易な小品までを取りあげる
。楽器の構造、歴史、様式を踏まえた上で、演奏に必要な基礎的知識、技術を学ぶ。授業の概要

１）松蔭のオルガンについて、その特徴、概要を知る。
２）聖歌集について、その内容や背景、用い方を知る。
３）聖歌を歌詞や曲の意味を体現しつつ歌いやすく奏楽できるようになる。
４）聖歌に基づくオルガン作品を演奏できるようになる。

到達目標

 第1回　オリエンテーション
 第2回　パイプオルガンについての基礎知識

 第3回　オルガン奏法の基礎（１）姿勢・呼吸
 第4回　オルガン奏法の基礎（２）タッチ　
 第5回　オルガン奏法の基礎（３）ペダル　
 第6回　オルガン奏法の基礎（４）レジストレーション　

 第7回　聖歌を弾いてみる（１）旋律
 第8回　聖歌を弾いてみる（２）和声

 第9回　コラール前奏曲を弾いてみる（１）成立の背景
第10回  コラール前奏曲を弾いてみる（２）音色の工夫

第11回　松蔭のオルガンの概要とその特徴ある響きの所以を知る

第12回　クラス内発表会の準備（１）レジストレーション選定
第13回　クラス内発表会の準備（２）音を客観的に捉える訓練
第14回　クラス内発表会の準備（３）全体をまとめる
第15回　クラス内発表会（期末試験を兼ねる）とその講評
        　　＊学期中に取り組んだ曲の中から聖歌と前奏曲を1曲ずつ選び演奏する。

授業計画

履修者には学内の練習用オルガンで、週１時間の個人練習が許されている。学内でのこういった機会をうまく活
用し、各自が学内外の楽器で十分に練習した上で、授業にのぞむこと。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

実技（グループレッスン形式）

授業方法

毎回の授業における課題の到達度を平常点として評価（50％）
レポート（10％）期末試験（40％）評価基準と

評価方法

・これまでに鍵盤楽器の経験があること。
・十分に練習の上、授業にのぞむこと。

履修上の注意

プリントを配布。楽曲に関しては随時授業中に紹介していく。

教科書

『クラヴィス』大塚直哉編
  聖歌集（日本聖公会）

参考書


